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日本産ピロウ ドコガネ類の

新分布記録

コガネムシ科のビロウドコガネ '順l科 Sericinae につい

ての知見は,  最近野付数民のすばらしい努力のおかげ
で, 飛躍的に開 iされ,  日本産についてはほぼその全容
が明らかにされたかの如く思われる .
この類のコガネは一般に小型で,  しかも類似したもの

が多く, その種名の同定は必ずしも容易ではない.  した

がって, 正確に種名を同定するためには, 多数の標本を

比較し, 文献を-l '分にあさることはもちろんであるが,
それを備えても, なぉかっしばしば熟練した手法を必要

とする.
来の採集目録や分布記録の中には, 再検討を要する

と思われるものが, かなりあると考えられる.  これらに

ついては,  1 つ l つを再確認していくことが必要なので

あるが,  目録製作後にすでに標本の失なわれているもの

や, 普通種であるためか, 単に目準による認知に基づい

て報告されているものなどがあって, 現在では追跡する

ことが不可能になっているものも少なくない. 今後日録

や新分イ1]を記録される方は, 必ず証拠標本を保管してお

いて下さるようお願いしたい.
本報文において, 者は手許にある標本および実際に

被検することのできた標本に基づいて, 従来記録のなか

ったものについて, 新分布と思われるもの若子を記録し

ておきたい.

1. Matadera (s. str ) impressithorax NoMURA
ムナクポビロウドコガネ (写真1 )

l , 沖識本島辺土名, 1978. 、1.9, 堀口微採集

原産地は 美大島東仲間である. 原記破発表以来, 本

の新産地の報告は後述のものがあるだけである. 上記

の記録は本種の分布をより南に拡げたものである.
上記の沖細本島辺土名産の個体は, 原産地である

大島のものとよく一致する. 一一方, 小林は1978年に沖,、
良部島( m美話島 )の 1 を, 本和iのIIE極と認めて,
ssp. okinoe,-abuana を設定している.  しかし,  記,成文を
よむ限りにおいては基1?i極の impressit1lorar と明確に
区別できる標徴をもっていないように思われる.   しか

も,  上記の沖細本島産のものが M impressithoraa と

よく一致する限りは, 原産地 美大島と冲細本島の中間

にはさまれる沖永良部島のものも1111種として区別すべき
ではないと思われる. ただし, 小林が図示しているssp.
oh inoerabuana の のgenitaliaが何らかの原因で変形し
ているのでなければ, oitnoeraOMna は 加p,-esslf/lorar
とは別種ではないかとの疑間がもたれる.
2. Matadera (s. str ) Japonica j apon ica

(MOTSCHULsKY) ビロウドコガネ

1 , 北海道羅日岳,1977. VIl 27,  Y. IsHIKAwA leg.
本種の北海道の産地は道南の半島部がしら .i i ている
が, 道東の分布は報告されていないよう である. 上記の

記録は, 本極の北限を今のところ示すものである.
3. Mlaladera (s. str ) opma NoMURA

オオマルビロウドコガネ ( 写真2 )
1 , イlin島おもとi ll, 1975. tl 6, 長尾f,fi採集
原産地は西表島渡照間山である. 先島話,廉'中の西表・
宮古の2 島から報 'iされている. 今回イf if i島を産地とし
て追加する.
4. Matadera (s.str ) or ient;alls (MoTscHULsKY)

ヒメビロウドコガネ

l , 北海道旭川市春, ｳ-、内 ,1978.  V18, T. 0IDAIRA

leg.
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写真 ムナクポビロウ ドコ ガネ 2. オオマルビロウ ドコガネ 3.  ババチャイロコバネ 4.  キラチャイロコガネ
ミヤケチャイロコガネ 7. ナガケプカビロウドコガネ

1 , 北海道江別Il l野幌, 1975. 、 . 23, 阿部東採集

本利iについては, 小樽からの記録はあるが, 北流 v道か
らの記録はあまりないようなので, 上記の2 例をかかげ

ておく . 旭川は今のところ本 の北限の産地であf) ・) .
5. Matadera (s. st r ) oshimana sak ishimana

NoMURA サキシマピロウドコガネ

1 ,  ti-那国島a納, 1979. 111.25, fi l l ・ 蔵

原産地は西表島和納である . ほかに石il l島おもとから
の記録もあるが, 上記の -朶同島の記録は新分布で
て, 今のところ分布の西限を示す.
6. Ser ica kar a fu toens is honshuens i i NoMURA

木ンシュウピロウドコガネ

1 , .l:.取ILl大山, 1973. 、1.3, 採イ格一者不明

原産地は新潟県i?i準温泉である. 北はl l無 lf1, 要日本

は新潟l「-', 中央高地は長野県, 表日本は静同11.1までの記
録がある.  上記の産地は, 現在での西限を,1、すものであ
る.

7. Nipponoser ica sim i l is (LEWIS)
力バイロビロウドコガネ

1 , 高知県梶ヶ森, 1972. 、11.27, 小坂隆wl一集
原産地は jL州長崎県人吉である. 熊本県よりの報'':-も
ある. 四国では要 県の松l」l よりの報''--がある. 高知1.11
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よ りは初記録であろう.
本 の本州からの記録についてはIll 検,1、iを要する.

8. Ser ican ia baOai NoMURA

パバチャイロコガネ (写真3 )
1 , 山形県飯 1山ぬくみ平, 1971. IT.31, 小池' 闕ﾌ集
原産地は新潟県しんぼたけである. 新潟県下の2 ~ 3
か所のほか, 木ll:1那 iからの記録がある. 山形県より
の記録は初記録で, 本 iの分布の北限を今のところ示す
ものといえよう.
9. Ser ieania fu lg ida Nl uI:t 'A et KINosH ITA

ツヤチャイロコガネ
l , , f- 、l「l西津事, \部追良頼 ,1973.  、 15, 阿部東採集

1 , 青森県難か沢, 197・1. 、1. 16, 阿部東採集
1 , 言一森県十二湖, 1969. 、1. 23, 阿部東採集
1 , lf森県 l-二湖, l97.1. . 16, 阿部東採集

原産地は 木県日光中禅f lである . 現在報alされてい
る産地の北限は山形県一宮城lf である. 上記の記録は本

重の産地をより北に拡げたものであって, 現況での.1ヒ限
を示すものといえる.
10. Ser icania hidana Nl lJIMA et KINosHITA

ヒダチャイロコガネ

1 , 山梨県北岳 (赤石山脈)、 l976. ?.31, 長島i t
採集

原産地は飛・で �䜛 . 現在�i-  されている産地 ﾍ

央日本に位置する新潟・ 長野・ 栃木・ 富山・ 岐l、'-・ lit岡
の語県であり, いずれも山地より採集されている. 上記

の記録はI l l製県よりの初記録ということであるが, 中央

高地よりの記録としては変わったものとはいえない.
l t. Sericania inn datei S、wADA

イマダテチャイロコガネ

2 , 岐Ill県慮那Ill, 1978. 、1.11, l路本茂採集
原産地は知t県春一口である.   i重・ 滋f'i・ 大阪・ '-良
の,話府県と四同の要 県松山からの記録がある. 西日本

に傾った分布を,J、 している. 上記の記録は岐lll-県からの
初記録であり, 現況での分布東限を,J、すものである.
12. Ser icania ki rai SAwADA

キラチャイロコガネ (写真・1 )
1 ,  lf無If;l十二湖, 1966. '11. 16、阿部東?来集
原産地は1L州福岡lロひらの山である. 四 の愛inti IL'面
河漢からの記録もある. 本州からの記録は.「.・取・ 「11,111 ・
京都・ 重・ 岐 ・ ・  静岡・  山製・  長野・  新潟・  �nの
府県がある. 東北日本からの記録は今まで見あたらない
ので, 上記の記録は現況での北限を示すものである.
13. Ser icanta numica LEWIS

ナェドコチャイロコガネ

1 , 大阪府茨木市宿久庄, 1970. V.1, 山口雄次採集

写真6 ミヤケチャイロコガネ

本種の原産地は神' -川県補 宮の下である. 東北ll本
では岩手県, 関東・ 甲信地方, 東海地方, さらに四国の

要 県や佐渡からの記録がある. 上記の大阪よりの記録

は現況での本州における本f重の分布の西限を示すもので
ある.
14. Ser i can ia m i ya ei NoMURA

ミヤケチャイロコガネ (写真5 , 6 )
1 , 要,2愛n◆小田深Ill, 1971. T.16, 管 採集

原産地は1L州 岡ll;1田代である. 北jし州以外からの記
録はない. 上記は四国よりの初記録であり, 現況での分

布の東限を示す.

以上l4 f重について新分イljと思われる ものを記録した.
この記録は, いわゆる組分布をとり扱ったもので, 実は

Sericinae の分布については, 分類の結度が進むにっオl
て, f重ごとにより正確な徴分布の解明が必要となる .
同好語ie-の標本統に納ま- , ている ti'本が精在されて,
もっともっと常度の高い分布地図の描かl lることがのぞ
まれる.

4 ナガケプカピロウ ドコガネ

の について

7',-I t・110,na1adera eio,1gafa NoM URA ナ力' ケプカ ビロ

ゥドコカーネ (新称) は, 野付タ'l i tによ ,て, 197・1年に相f
棚学,目 (T,h-, Gakuh(-)) 2・1 号に新属新lf重として記般され
た.

棋式産地は台t・','のララlLIで, 同地産の2 0 をそれぞ
れ ho!of、pe, paratype に指定してある. 採集期は6 月で
ある. 他1 .-L、l l、製山で7 月に採集された 2 も pa ra-

type に指定している.
したがって本種の記破文は についてのみ書かれたも

のである.
筆者の所蔵標本の中に本種の ( 'らi真 7 ) をみいだし
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たので, これを記録し, 和文で記4  をしておきたい
l , 台湾・ 里 (Pull), 1963. VI , 採集者不明

標徴 : ・  長卵形.  ll高・赤褐色.  頭概・  前胸背の周辺・
J、構板の周辺と会合線に沿う 部分をのぞいた翅報lの大部
分・ 各肢・ 口器付属 ・ 触角はやや淡色. 体上面および
下面は光沢なし, ただし光' '. よ ては真珠様に光る. 頭
構・ 各肢の 節とfl、i節・ 前腿節 - 触角は光沢あり.
頭構は台形, 浅く aに点刻され,  やや湾曲した長短
極の刺毛を密にそなえ, 中央はわずかに高まり, 側緑は

上反して前方にややせばまり, 前緑は上反して中央が;-f
入し, 前緑に沿つてほそぃ薄があり, 前角はまるい.
前頭会線はほそいが明f際で, 後方に直線状に曲る.
前頭は頭糖よりもはるかに微細に点刻され, 頭橋のも

のよりもやや長い湾1111 した刺毛をそなえ, 特に限の内側

に沿った2 ~ 3 本の毛は長い.
触角は10節, 片状部は3 節で柄部より少し長い ( 0 で

は柄部の1.7 信・).
前的背は前頭および11 ｪ頂とほぼ同様の点刻をそなえ
中央後方に細いたての隆起があり, 長短2 種の剌毛をそ

なえていて前角部や側・ \のものは特に長く , 前角は実
して先端はややとがり, 後角はほぽ直角でまるく , 側系

は細くふちどられ基部で最も広くて前方にむかってせば

まりつつ基部3 分の1 あたりでわずかに波曲し, 後緑は

ふちどられないで中央部は後方へはり出す.
小構板はややたて長の三角形, 中央はほそく隆起し,

l 4

前胸背とほぼ同様の点刻をそなえ, 後方にねる短制毛を
まばらにそなえる.
翅 は各9 条滿をそなえ, 条満内点刻は前胸背のもの
よりはやや大きくやや明 なものを密にそなえてさらに

その両側により大きい点刻を疎にえなえ, 間室は平if1で
滑らかで一様に後方にねる短制毛をそなえ, 基部・ 両'll i
・ 側結部には長刺毛をそなえ, 側緑隆起上に1 列の長剌
毛列をもち, 端にほそい制英をもつ.
尾節板はよわく中央が高まり, その中央にほそいたて

の隆起があり, 基部両側はくぼみ, 側・ 後系 \はほそいが
明瞭にふちどられ, 上面は前的背に比べてより明順に点

刻され, 一様に長短2 種の刺毛におおわれていて, その

端方のものは長い.
各腹節は尾節板とほぼ同様の点刻をもち,  1 列の剌毛
列をそなえる .
後腿節は長だ円形, 前系表に1rnって1 列の短刺毛列があ

り, 基方は後系 \およびその前に各1  列のやや長い刺毛列
があり, 腹部よりはまばらに点刻され, 後緑の上較およ

び下稜の先端部は鋸1出状を呈す.
後 節はほそ長く , たて長の強い点刻をもち, 外側に

2 段刻を有し, 外端細 t第1 出、i節より短かい.
後Pf、i節はたて長の点刻をもち, 下面は刺毛を欠く.
各爪は先端2 1ける (前附節は欠損のため不明).
体長 : 13mm, 体幅 : 7mm.


